
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈実科女学校校舎〉 

 

 

本日は、本校の創立記念日です。創立 101 周年 

を迎えました。草創の時代の先輩たちが、学校と

共にどのように歩いて来られたのか、その道に思

いを馳せる日にしてほしいと思います。 

今回は、創立から草創期（約 15 年）の歴史を

紹介します。 

 

縄文時代から続く「まほろば」の里に女学校を！ 

高畠町には数多くの遺跡、古墳、社寺等があり

ます。この地は縄文時代の初めに文化を持つ人々

によって選ばれて以来一万年に渡り、自然環境に

恵まれた居住に適した地として、時代に合わせた

豊かな暮らしとともに今日まで発展してきまし

た。また、江戸時代には徳川幕府は屋代郷を幕府

直轄地＝天領としたので、このことが住民に自負

心を持たせた、と様々な史書が語っています。 

奥羽線の福島－山形間が 1901（明治 34）年に

開通し、1922（大正 11）年には糠ノ目駅－高畠間

に軽便鉄道が完成しようとしていました。当時の

産業経済の充実がもたらした事業でしたが、これ

が本校の前身、「高畠実科高等女学校」の創設を促

す重要な要因となったのです。 

町民念願の実科高等女学校が誕生！ 

1922 年、ついに高畠に町立の実科高等女学校が 

創設されました。大正 11 年 2月 28日に町役場に

おいて町会が招集され、「実科高等女学校設立ノ

件」が上程されました。予算として計上されたの

は 5,813 円（当時米一俵は 11 円 30 銭）、そのう

ち町が 4,000 円を負担しました。相当な大金であ

りましたが、当時いかに高畠町の人々が教育に理

解を持っていたかがわかります。 

 

独立校舎を建設！ 生徒の熱意も届く 

高畠町立高畠実科高等女学校は 1922 年 4月 8 

日付で文部省より設立認可され、4 月 26 日に開 

校式、即日授業を開始しました。校舎は高畠小学

校を借用し、職員は校長以下 7 名、生徒は本科生

80名（修業年限 3 年）、選科生 27名（同 1 年）の

合計 107 名での出発でした。 

開校したものの、独自の校舎がありませんでし 

た。自分たちの校舎が欲しかった生徒たちは、河

原から何回も砂利運びをしてその報酬を持ち寄

り、校舎建設資金の一部にしてほしいとお金を差
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し出した、とのことです。翌年 12 月には小学

校西側部分に独立校舎が完成しました。 

生徒たちが見せたこの気概は、その後 1929

年の体操場増築に当たっても発揮されました。

自分たちの校舎を自分たちの手で造り上げた

という自負は、そのまま愛校心、向学心となっ

ていき、また一種の気風、校風となり、本校発

展の原動力として受け継がれていきました。 

  
〈卒業証書第１号〉 

 

生徒数減の難局を自分たちで乗り切る 

第一次世界大戦後の世界経済恐慌は多くの

社会問題を引き起こし、家計にも大きな影響

を及ぼしました。本校の生徒募集も大変にな

り、創立 10 年を経ずして存亡の岐路に立たさ

れることになりました。この難局に、田中三郎

第三代校長は、本校の性格を明瞭にしようと、

日々職員と懇談をしました。一年間、農村の現

状を分析し、その要望に応えて本校が存続発

展する方策を探りました。 

結論は以下の３つにまとめられました。 

① 本科の修業年限を短縮し、2 年とする。 

② 実学を奨励する。 

③ 体育を振興・奨励する。 
 

  
〈ミシン実習〉 

学習内容～実学を授業に取り入れる～ 

このうち、②の実学の奨励、という点では、

家事裁縫は当然ながら、他に、 

▸ 農業生産、農業加工の実習 

▸ 養蚕を見直し、繭から糸取り、紡ぎ、織り 

▸ 山菜・野菜加工、漬物講習、乾燥野菜作り 

▸ ウサギのなめし皮つくり 

これらを授業の中に取り入れました。校庭の

南側に缶詰め工場まで作ったといいます。こ

の実学の奨励は、当地域の産業振興にも一役

買いました。 

 

学習内容～放課後はグラウンドでスポーツ～ 

③の体育の振興、では、屋代川のほとりにプ

ールをつくり、また、放課後は全職員・生徒が

一斉にグラウンドに出て、様々な競技の練習

に励みました。 
 

  
〈放課後、一斉にグラウンドに出た〉 

 

隆盛躍進の軌道に乗る 

数年に渡る努力の結果、本校は隆盛躍進の

軌道に乗ったのです。旧職員の祇園寺トヨ先

生によると「生徒もよく勉強したし、不思議と

優秀な教員が集まり、教育内容も充実し、学校

生活もすごく楽しかった」とのことでした。

1936 年には校旗が生徒により縫い上げられ、

翌 1937 年には校歌が制定されました。 

本校はいよいよ充実していったのです。 

 

以上、「創立 100 周年記念誌」を参考に本校

草創期の様子を紹介しました。詳細は記念誌

をご覧ください。(2，3年次生には今後配付し

ます。1 年次生は図書館を活用してください。)  


